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１ 開会の日時     令和５年９月２０日（水） 

                 午後１時３０分 

 

２ 閉会の日時     令和５年９月２０日（水） 

                 午後１時４８分 

 

３ 招集の場所     市民交流プラザふくちやま ３階 市民交流スペース 

 

４ 出席委員の氏名     廣 田 康 男 

              塩 見 佳扶子 

              和 田 大 顕 

              加 藤 由 美 

              織 田 信 夫 

 

５ 福知山市教育委員会会議規則第４条により列席したもの 

     教育部長                 垣 谷 敏 数 

     教育委員会事務局理事           足 立 高 広 

     教育総務課長               西 躰 一 欽 

     次長兼学校教育課長            八 瀬 正 雄 

     学校教育課担当課長兼教育総務課      八 板 嘉 展 

     学校教育課総括指導主事          中 川 清 人 

     学校給食センター所長           村 瀬 勝 子 

     生涯学習課長兼中央公民館長        岸 見 貴 志 

     中央公民館管理担当次長          荻 野 幹 雄 

     図書館長                 山 路 智 子 

 

 

 

 

 

 

６ 福知山市教育委員会会議規則第１５条による会議録作成者 

     教育総務課長               西 躰 一 欽 

 

  



 

７ 議事及び議題 

     別添のとおり 

 

８ 質問討議の概要 

     別紙会議録のとおり 

 

９ 決議事項 

     議第１８号  原案どおり可決、承認 

 

 

 

 

 

福知山市教育委員会会議規則第１５条により署名する者 

 

 

    福知山市教育委員会 教育長                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    教育委員会会議録調製者 教育部長               

 

  



 

教 育 委 員 会 会 議 録 
 

１ 開会 

廣田教育長が開会を宣告。 

 

廣田教育長   次に、現在のところはありませんけれども、傍聴人から傍聴の申請があ

りましたら許可をしてもよろしいでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

廣田教育長   許可をさせていただきます。 

 

２ 前回会議録の承認 

廣田教育長   前回の会議録については、異議ありませんでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

廣田教育長   それでは、異議がなければ承認をお願いします。 

あとで会議録に署名をお願いしたいと思います。 

 

３ 教育長報告の要旨 

廣田教育長から以下の報告がありました。 

（１）インフルエンザ様疾患及び新型コロナウイルス感染症による学級閉鎖の状況 

学級閉鎖（９月～計７学級） 

【インフルエンザ】 

〇惇 明小学校１年３組  ９／４(月)給食後～９／６(水)  解除 

〇遷 喬小学校５年２組  ９／15(金)給食後～９／19(火)  解除 

〇修 斉小学校４年１組  ９／15(金)給食後～９／18(月)  解除 

〇雀 部小学校５年１組  ９／19(火)給食後～９／23(土)   

〇日 新中学校３年４組  ９／19(火)給食後～９／20(水)   

〇日 新中学校２年３組  ９／19(火)給食後～９／21(木)   

【新型コロナウイルス】 

〇日 新中学校３年２組  ９／19(火)給食後～９／21(木)   

 

まず、本市の今年度の２学期始業式は、小中学校とも例年より少し早い８月３０日に

行いました。１６日からの３連休では、中学校の新人総体が陸上競技を皮切りに始まっ

ております。また、運動会や体育祭等の準備も進めている学校もありますが、日中は気

温も高く、まだまだ熱中症の心配をしなければならない状況が続いております。 

一方、全国的にも報道されていますように、新型コロナウイルス感染症の再流行とと

もに、インフルエンザが流行っている状況は本市でも同様でございます。２学期以降の

状況としまして、インフルエンザでの学級閉鎖が６学級、新型コロナウイルス感染症に

よる学級閉鎖が１学級となっております。先週後半から日新ブロックを中心に増えてい

ますが、秋は様々な行事が控えているだけに、今後も現場と連携しながら状況を注視し

なければならないと考えております。 

 

 



（２）令和５年度 市議会第４回定例会一般質問（9/8～9/12） 

９月１１日(月) 

藤本喜章 議員① 

【質問事項】 

「はばたけ世界へ 中学生短期留学事業」の取組について 

【質問の要旨】 

ア 事業終了後、間もないが現時点での成果、課題があれば。 

（答弁） 

・留学を終えた生徒からは、自身の意識や考え方について、「自分から現地の方に

話しかけることで積極性が高まった」、「コミュニケーション能力が大切であるこ

とが分かった」、「英語をもっと勉強して将来の夢につなげたい」などの感想があっ

た。 

・このように、留学経験は国際交流を通じて自らの成長と新たな次のステップに挑

戦する契機となり、本事業の目的が概ね達成されたものとなった。 

・また、留学前には、福知山公立大学国際センター等の協力を得て、事前学習を５

回開催し、異文化理解や国際交流における心構え、実践英語を学ぶことで、現地で

の留学生活に活かすことができ、新たな価値観や多様性を受け入れる一助となった。 

・課題としては、将来のグローバル人材の育成につなげていくことである。 

・また、参加を希望したがかなわなかった生徒へどのような対応ができるかについ

て、今後、検討していきたい。 

【２回目以降】 

【質問の要旨】 

ア 多くの応募者がある中で、次年度以降における定員増の考えは。 

（答弁） 

・留学先では、異文化やコミュニケーションを学ぶ機会として、現地での宿泊は全

て、ホームステイとし、現地校での英語学習、更に同世代との交流、課外活動等を行

った。 

・このように、充実した内容の留学プログラムを安心安全に実施するためには、現

行の１５名程度の定員が、適切であると考えている。 

【質問の要旨】 

イ 福知山ならではの取組、また将来を担う子ども達への先行投資としての取組と

して、今後も当分の間、この留学事業を継続していく必要があると思うが、市の

考えは。 

（答弁） 

・海外留学参加後には、レポートの提出と留学体験報告会を行った。 

・私も留学体験報告会に参加し、留学体験をした生徒の声を直に聞かせていただい

た中で、この海外留学事業が参加者の自己成長の機会となっており、事業の目的と

しているグローバル人材の育成へ繋がっているものと実感したところである。 

・本事業は、今年度を初年度として３年間、事業を継続し、その後の事業継続につ

いては、事業の成果を踏まえて検討していきたい。 

藤本喜章 議員② 

【質問事項】 

「学校教育施設と社会教育施設の老朽化対策・環境改善」の取組について 

（ア）「福知山市学校施設長寿命化計画」の進捗状況は。 

（イ）「福知山市学校施設長寿命化計画」以外の小中学校環境改善にかかる改修の

考えは。 

（ウ）地域公民館の新築・大規模改修事業以外の施設の環境改善の取組は。 

（エ）放課後児童クラブの施設整備や環境改善を目的とした施設改修の進捗状況は。 



【質問の要旨】 

（ア）「福知山市学校施設長寿命化計画」の進捗状況は 

 令和２年３月に令和２年度から令和１１年度までの福知山市学校施設長寿命化計

画が策定され、事後保全型から使用年数に応じ計画的に改修する予防保全型への転

換により、施設の長寿命化と財政負担の軽減が図られている。これによる４０年間

の施設維持、更新コストの縮減効果は１８%を目標としているとのことであったが、

福知山市の小中学校においては、令和元年度現在で９１棟のうち４０棟の建物が築

４０年を超えており、文部科学省の基準を元とした健全性の評価結果では、「早急

に対応する必要となっている建物」があるという結果となっている。その結果をふ

まえ、今後の施設整備の留意すべき事項と学校施設を取り巻く状況をお教えくださ

い。また学校施設の老朽化が問題となっていますが現在の整備状況をお教えくださ

い。 

（答弁） 

・本市では、令和２年３月に策定した福知山市学校施設長寿命化計画において、施

設の保全のあり方を「事後保全型」から「予防保全型」に転換し、施設の長寿命化と

財政負担の縮減を図っているところである。 

・施設の整備において留意すべき点は、築年数の経過していない施設であっても、

危険と判断しうる場合は速やかに修繕等の対応を行っていく必要があることである。 

・学校施設を取りまく状況としては、全国的に第二次ベビーブームなどに合わせ、

次々に建設された校舎の老朽化に対応する修繕が追い付いていない現状があり、本

市も同様の問題を抱えている。 

・現在の整備状況としては、 施設の劣化の原因となる外壁や屋上の防水を優先して

改修を進めている。 

・計画の進捗において一部遅延が見られるものの、学校からの要望をふまえながら

改修を進めているところである。 

【質問の要旨】 

（イ）「福知山市学校施設長寿命化計画」以外の小中学校環境改善にかかる改修の

考えは。 

「福知山市学校施設長寿命化計画」で示された改修のほかの小中学校施設の環境

改善に係る改修の考え方は。 

（答弁） 

・環境改善に係る取組みとしては、児童・生徒の学習環境の改善を目的として、特

別教室へのエアコンの設置と、トイレの改修、照明設備のＬＥＤ化という３点を中

心に取組みを進めている。 

【質問の要旨】 

（ウ）地域公民館の新築・大規模改修事業以外の施設の環境改善の取組は。 

 現在、「福知山市公共施設マネジメント基本計画」に基づき、築後約４０年以上経

過した老朽化の進む市内の地域公民館は、地域公民館等長寿命化事業により大規模

改修が行われている。また、桃映地域公民館等整備事業により施設の新設が行われ

ている。一方、基本計画に基づかない環境改善を目的とした施設改修の考え方を聞

きたい。 

（答弁） 

・地域公民館の施設改修については、「福知山市公共施設マネジメント基本計画」

に基づき、施設の経過年数や改修履歴などを総合的に判断したうえで、順次、環境

改善も合わせて整備を進めており、原則、基本計画に基づかない大規模な施設改修

については、実施する予定はない。 

・しかしながら、設備の破損や劣化など施設の利用に支障をきたす場合など、緊急

的に修繕を行うなど環境改善を図っているところである。 



・今後も、基本計画に基づいた施設改修を行い、市民の方が安心安全かつ快適に利

用していただけるよう環境改善に努めてまいりたい。 

【質問の要旨】 

（エ）放課後児童クラブの施設整備や環境改善を目的とした施設改修の進捗状況は。 

放課後児童クラブの施設整備や環境改善を目的とした施設改修の進捗状況は。 

（答弁） 

・本市の放課後児童クラブの中には、築４０年を経過し老朽化が進んでいる施設や

エアコン等の設備機器に不具合が発生しているところがある。 

・また、市全体の児童クラブでは利用児童数が増加傾向にあり、一部の児童クラブ

では過密状態となっている。 

・こうした状況を解消するため、施設・環境の改善が急がれる児童クラブから計画

的に整備等を進めているところで、令和４年度には、旧大江学校給食センター跡地

を改修し、大江放課後児童クラブを移転したところである。 

・また、今年度は、雀部放課後児童クラブのエアコン取替や遷喬放課後児童クラブ

棟の新設工事、大正放課後児童クラブ棟の新設工事に伴う設計業務を行い、次年度

は、大正放課後児童クラブ棟の新設工事、惇明放課後児童クラブの設計業務等を進

めていく予定である。 

【２回目以降】 

【質問の要旨】 

ア 「福知山市学校施設長寿命化計画」の進捗状況は 

「福知山市学校施設長寿命化計画」の令和５年８月末での具体的な進捗状況は。 

（答弁） 

・本市の長寿命化計画は今後４０年間において施設の維持、更新コストを１８％縮

減することを目指した計画であり、今回の計画は令和１１年度までの施設改修の計

画を定めたものである。 

・その計画の策定時には、築４０年以上の建物で健全度が５０％を切っている建物

は１１棟あったが、外壁や屋上の工事を中心に、令和４年度末までに雀部小学校１

棟、日新中学校２棟の計３棟の改修が完了している。 

・そして、今年度は、桃映中学校と南陵中学校の各１棟の改修を進めており、これ

までに１１棟のうち５棟の改修に着手している状況である。 

・今後、６年間で、残りの６棟についても改修を進める予定である。 

・また、１１棟の他にも、至急修繕が必要なところがあり、現在、惇明小学校、大正

小学校、成仁小学校において高架水槽や受水槽の改修を行っているところである。 

【質問の要旨】 

「福知山市学校施設長寿命化計画」の計画達成に向けての今後の課題と展望は。 

（答弁） 

・現在策定している「福知山市学校施設長寿命化計画」は、計画策定以降の建物の

劣化等に対応するため、中間見直しを来年度に実施する予定としている。 

・課題としては、建物の劣化の速度が予定以上に早く、想定以上に修繕の箇所が発

生していることがあり、それを踏まえて計画を見直す必要がある。 

・今後、この中間見直しを踏まえ、計画的に施設の長寿命化を図ることにより、ト

ータルコストの縮減と平準化を図り、施設整備に係るコストを全体として抑制して

いきたい。 

【質問の要旨】 

イ 「福知山市学校施設長寿命化計画」以外の小中学校環境改善にかかる改修の考

えは。 

特別教室へのエアコン設置、トイレの改修、照明設備のＬＥＤ化の現在の進捗状

況と今後の計画は。 



（答弁） 

・特別教室へのエアコン設置については、令和７年度までを第１クールとし、今年

度は６校の設置と、７校の設計に取りかかっている。さらに令和１０年度までを第

２クールとし事業を完了する予定である。 

・トイレの改修については、令和２年度までに、普通教室棟のトイレは全校で完了

している。令和３年度からは、特別教室棟及び職員用のトイレ改修を行っていると

ころであり、令和４年度までに５校が完了した。今年度は２校で改修を実施してお

り、令和１２年度の完了を予定としている。 

・体育館照明設備のＬＥＤ化については、令和４年度までに２０校のうち１２校が

完了した。今年度は４校で改修を実施中であり、令和６年度の完了を予定としてい

る。 

・今後のその他の改修については、学校からの要望をふまえ検討していきたい。 

【質問の要旨】 

ウ 地域公民館の新築・大規模改修事業以外の施設の環境改善の取組は。 

ひとつの事例であるが、現在、桃映地域体育館のトイレは、多目的トイレ以外の

男女別トイレが和式となっている。体育館も高齢者などが利用されているが、和式

トイレとなると身体的にも利用しづらいことから、そこで和式から洋式トイレへの

改修についての考えは。 

（答弁） 

・桃映地域体育館の男女別トイレには、和式トイレのみとなっており、利用者には

ご不便をおかけしていると認識している。 

・桃映地域体育館に限らず、高齢化や住環境の変化に伴う公共施設におけるトイレ

の洋式化については、その必要性を感じているところである。 

・現在、地域公民館等のトイレの洋式化については、大規模改修の中で順次、整備

を進めている。 

・今後も、利用者の声も聞きながら、高齢者や障害者など、多様な方々が利用しや

すいよう環境の整備を行っていきたい。 

【質問の要旨】 

エ 放課後児童クラブの施設整備や環境改善を目的とした施設改修の進捗状況は。 

新聞報道で全国の利用児童数は１４４万５千人で今年、全国で５月１日現在定員

超過により１６,８２５人の待機児童があり、前年同時点の確定値と比べ、１，６４

５人増で施設の整備が追い付いていないとの事であるが、施設の老朽化や居室の不

足等により、本市において放課後児童クラブにおける待機児童や夏休み期間中に利

用できなかった児童はなかったのかお聞きします。 

（答弁） 

・本市の放課後児童クラブの利用は、小学１年生から６年生までを対象とし、受入

れ要件を満たす全児童を受入れているため、待機児童はいない。 

・また、夏休み期間中は利用児童も増加するが、指導員を増員して対応したため利

用できなかった児童もいない。 

・現在、進めている計画的な施設整備により、定員数を増加させるなど受入れに影

響がでないよう対策を講じていきたい。 

 

小瀧真里 議員① 

【質問事項】 

学校選択について 

・区域外通学の条件緩和、および施設一体型小中一貫教育校の選択について問う 

【質問の要旨】 

 市立小中学校での、ここ数年の区域外通学をしている児童生徒の人数について。 



（答弁） 

・市立小中学校に在籍している児童生徒の中で、区域外通学の許可をしている人数

は、令和２年度が１９人、令和３年度が３３人、令和４年度が３７人である。 

【２回目以降】 

【質問の要旨】 

基本的に区域外通学を許可される場合はどんな場合か。 

（答弁）          

・本市では、通学する学校について、「福知山市立小学校及び中学校通学区域の指

定に関する規則」により通学区域を定めている。 

・保護者等が、この規則で定めている学校以外に通学を希望する場合は、理由を記

載し、申請を行う必要がある。 

・この申請を受け、「福知山市立小学校及び中学校の区域外通学に関する取扱要綱」

に基づき、区域外通学を許可している。 

・現在許可している内容としては、学期途中の転居に伴い、転居前の学校に通学を

希望するなどの場合、また、府立学校や私立学校に入学する場合、そして、教育的配

慮を要する場合がある。 

【質問の要旨】 

その教育的配慮を要する場合とはどんな場合があるか。 

（答弁）         

・教育的配慮として、小学３年生までの児童について、親の就労状況により、養育

を委任した近親者の住所地の学校又は親の勤務する職場の最寄りの学校への通学を

許可している場合がある。 

・その他、いじめや不登校など教育的配慮による場合、病気や体質での教育環境へ

の配慮による場合、DV等による身体的・心理的な配慮による場合などには、児童生

徒にとってより適切な学校への通学を許可している。 

【質問の要旨】 

施設一体型の小中一貫教育校は、非常に教育的効果が高く、旧三町にしかないも

のである。施設一体型小中一貫教育を受ける選択肢を全ての児童生徒が持ってしか

るべきだと思うが、市の見解はどうか。 

（答弁）         

・全ての児童生徒に施設一体型小中一貫教育校へ通学する選択肢を持たせることは、

学校選択制を導入することになる。 

・学校選択制を導入することは、期待される効果もあるが、児童生徒数や学級数の

変動による学校の適正規模・適正配置への影響も考えられるところであり、課題も

多い。 

・施設一体型での小中一貫教育は、教育効果が高いことを認識しており、その成果

を波及させ、シームレス学園構想をもとに、各中学校ブロックにおいて、様々な形

態を生かした小中一貫教育を現在進めているところである。 

・以上のことから、現段階において、児童生徒が区域外の施設一体型小中一貫教育

校へ通学ができるような、学校選択制の導入は、考えていない。 

小瀧真里 議員② 

【質問事項】 

不登校傾向にある児童生徒にかかる別室指導について 

・教室に入りにくい児童生徒のための別室設置にともなう対応について問う。 

【質問の要旨】 

令和４年度、別室を設置している学校数と利用している児童生徒の人数、及び対

応している教員について 

（答弁）          



・令和４年度末の市立小中学校において、学級に入りにくい、入らない児童生徒が

保健室や空き教室等を別室として利用する学校は、小学校８校、中学校７校、合計

１５校である。 

・また、利用している児童生徒数は、小学校６０名、中学校８２名であった。 

・別室で学ぶ児童生徒へは、授業の合間をぬって担任の教員や、教務主任、養護教

諭、管理職等が学習支援や相談、見守り等を時間を工夫しながら行っている。 

・さらに、府教育委員会が配置するスクールカウンセラー、心の居場所サポーター、

市が配置する子どもよりそい支援員が個々の児童生徒に応じた対応を行っている。 

【２回目以降】 

【質問の要旨】 

 今年度、市が新たに設置した別室指導教室(アナザークラス)の状況はどのような

ものか 

（答弁）          

・本市では、令和５年度より、誰ひとり取り残さず、子どもたちが社会的に自立す

る力をともに育むため、教育と保健・福祉が連携する「福知山市型多様な学びアク

ションプラン」を推進している。 

・その中の６つの視点の一つとして、「多様な学び、安心できる居場所の設置」を掲

げ、本年４月より、南陵中学校、日新中学校、雀部小学校に校内の支援教室と位置付

けるアナザークラスを設置した。 

・アナザークラスでは、常駐する教員、支援員が児童生徒に寄り添いながら子ども

のペースで個別支援や相談を行い、心の基盤づくりや学びの意欲の回復を進めてお

り、１学期末現在、３小中学校で合計１０名の児童生徒が学んでいる。 

・運用にあたっては、京都府の教員任用や不登校児童生徒支援システム構築事業に

よる人的配置、本市独自の会計年度任用職員の配置により、日新中学校及び雀部小

学校に各２名、南陵中学校に１名の担当者を配置している。 

【質問の要旨】 

今後のアナザークラス設置への見通しと見解は 

（答弁）          

・令和５年３月に文部科学省が「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校

対策」（ＣＯＣＯＬＯプラン）を取りまとめた。その主な取組の一つに「校内支援教

育センター（スペシャルサポートルーム等）の設置促進」が掲げられており、別室指

導にかかわる財政支援の方向性も示されている。 

・京都府も、地域の実情に応じたきめ細やかな教育施策を展開するために「子ども

の教育のための総合交付金」を新たに設け、本市もアナザークラス等の不登校対策

のための支援を受けているところである。 

・このように、国や府の不登校支援計画と、本市の「福知山市型多様な学びアクシ

ョンプラン」の方向性は一致している。 

・今後は、「福知山市型多様な学びアクションプラン」の成果と効果、また課題等の

整理を行いながら、国や府へ人的・財政的支援の要望を行い、市内小中学校へのア

ナザークラスの設置拡充等の方向性を探りたい。 

 

９月１２日(火) 

小原彰紀 議員 

【質問事項】 

北陵地域公民館に設置された太陽光発電の効果と実績は 

【質問の要旨】 

売電開始時の令和４年７月から令和５年３月までの発電量と使用電力量は。 

（答弁） 



・令和４年７月から令和５年３月までの太陽光発電量は、約２０，０００ｋＷｈで

ある。また、使用電力量は、約２３，０００ｋＷｈである。 

・夜間や雨天時などの天候により、太陽光発電が発電しない時には電力会社より電

力を調達している。 

【２回目以降】 

【質問の要旨】 

同期間における売電実績は。 

（答弁） 

・現在、経済産業省のＦＩＴ制度（固定価格買取制度）の適用認可を受け、令和４年

７月１日から電力会社へ売電を行っている。 

・売電にあたっては、太陽光発電設備による発電電力を蓄電池にフルに充電した後、

施設側で余剰分の電力を使用し、更に余剰があれば売電を行っている。 

・令和４年７月から令和５年３月までの売電収入の実績は、１３８，４２３円であ

る。 

【質問の要旨】 

 太陽光発電設備を備えていることによる災害時の具体的な活用と効果は。 

（答弁） 

・北陵地域公民館は、広域避難所としての機能強化を図るため、建て替えに合わせ

て、太陽光発電設備と蓄電池を整備し、災害による停電時の自立的な電源を確保し

た。 

・具体的には、災害による停電時の非常用電源として、蓄電池からの電力を供給す

るシステムを構築しており、緊急時に自動で施設内に電力の供給が行える。 

・災害による停電時は、避難スペースとなる和室、研修室、事務室の一部、トイレや

通路の照明、通信機器のための一部のコンセントなどが利用できる。 

・また、事務室の電話やインターネット回線も使用可能となり、災害情報を受け取

ることができる。 

・非常用電源の使用可能な時間としては、蓄電池の電力のみで供給電力の範囲の全

てを使用した場合、７時間程度もつ想定である。 

・更に電気自動車から電力の供給を受ける設備が整っている。 

・このように災害時の地域の安心・安全を支える広域避難所として機能強化された

施設となっている。 

 

梶原秀明 議員 

【質問事項】 

地域の廃校活用のハードルを低く 

【２回目以降】 

【質問の要旨】 

川合小学校について、体育館とプール改修で昭和５８年と平成３年に地元から寄

附を受けているはずだが、その寄附額は。 

（答弁）          

・旧川合小学校において、体育館、プール、校舎等の改修が確認できたのは昭和３

４年、昭和４６年、昭和５８年、平成９年である。 

・昭和５８年の学校への寄附については、寄附者芳名禄の記載から、約１２６０万

円であることが確認できた。 

・平成３年前後には改修の実績がないため寄附は確認できなかった。 

 

井上雄一 議員 

【質問事項】 



公立小中学校への防犯カメラの設置について 

【質問の要旨】 

全国の学校施設における侵入事件の発生とその特徴は。 

（答弁）          

・文部科学省の「学校施設の防犯対策に関する調査研究報告書」によると、学校施

設において発生する犯罪は、大きく分けて窃盗等による財産犯と、不審者等による

児童生徒等に対する身体犯がある。 

・特に問題とされる後者のケースとしては、平成１３年に発生した大阪教育大学附

属池田小学校における事件や、平成１５年に発生した宇治市立宇治小学校の事件等、

学校に侵入したものによって児童等が殺傷される事件が挙げられる。 

・また、最近の事件としては、令和５年３月に埼玉県で発生した無施錠の門から中

学校に侵入した高校生による刺傷事件や、令和５年７月に宮城県で発生した小学校

に軽トラックが侵入し児童４人がはねられた事件があり、侵入者への対策をどのよ

うに行っていくのかが課題となっている。 

【２回目以降】 

【質問の要旨】 

福知山市の安心・安全まちづくり推進事業では、合計１４台の防犯カメラが管理

されており、その効果について、予算審査報告書では、福知山警察署への提供した

１３件のカメラデータのうち７件については有力な情報であったと報告されている。

こうしたことから防犯カメラの有効性は一定確認できるが、全国の学校における防

犯カメラの設置の動向と、福知山市の設置状況はどのようになっているか。 

（答弁）          

・文部科学省が公表している「学校安全の推進に関する計画に係る取組状況調査」

によると、全国の防犯カメラの設置率は、平成３０年度においては、５８．１％とな

っており設置の割合は増加傾向にある。 

・本市の防犯カメラの設置状況としては、令和５年６月時点で小中一貫校を１校と

して数えた場合、市内２０校のうち６校に防犯カメラが設置されている。 

【質問の要旨】 

防災機能強化施設整備事業においては防犯カメラ等の補助の割合が、１／３から

１／２に上がり、補助の下限額も４００万円から１００万円に引き下げられた。一

定予算の軽減も図ることが可能となり導入がしやすくなったと考えるが、では、予

算の点のほかに学校における防犯カメラ設置についてどのような課題があるか。 

（答弁）          

・防犯カメラは犯罪行為の抑止力としての効果はあるが、学校の敷地や校舎の配置、

建物の構造によっては導入の効果が低いケースがある。 

・その他、導入後にあっても有効に活用するには定期的なメンテナンスが必要にな

る。 

【質問の要旨】 

今後、各学校に防犯カメラを設置する予定とその方向性についてお教えください。 

（答弁）          

・防犯カメラ等の設置については、学校の立地や構造が大きく異なっていることか

ら、一律の設置は課題が多いが、各学校の状況を考慮したうえで、侵入者を防ぐた

めどのような防犯対策が有効か引き続き検討していきたいと考えている。 

 

２として、市議会第４回定例会の一般質問が今月の８日、１１・１２日に行われました

ので、教育委員会としての答弁内容について概略を報告させていただきます。 

教育委員会への質問につきましては、５人の議員から７項目ございました。９月１１

日には、藤本議員と小瀧議員より、それぞれ２項目の御質問がありました。 



藤本議員の１点目は、「はばたけ世界へ 中学生短期留学事業」の取組についてでし

た。事業終了間もない訳ですが、成果と課題についてと、今後の事業継続等についての質

問でした。参加した生徒の感想から成果を紹介しますとともに、参加希望がかなわなか

った生徒へどのような対応ができるかが課題であるとお答えをしております。事業の継

続につきましては、市長より今年度を初年度に３年間継続して、その成果も踏まえて検

討するという答弁をされた。 

藤本議員の２点目は、学校教育施設と社会教育施設の老朽化対策・環境改善の取組に

ついてでした。その中で４点に分けての質問でした。１点目は、「福知山市学校施設長寿

命化計画」の進捗状況、２点目は福知山市学校施設長寿命化計画以外の小中学校環境改

善に係る改修の考えについて、３点目は地域公民館の新築・大規模改修事業以外の施設

の環境改善の取組、４点目は放課後児童クラブの施設整備や環境改善を目的とした施設

改修の進捗状況についてでした。長寿命化計画では、現在の状況と施設保全の在り方と

して、「予防保全型」に転換している点を御説明しました。次に、長寿命化計画以外の改

修については、特別教室へのエアコンの設置、トイレの改修、照明設備のＬＥＤ化の３点

を中心とした取組について御説明しました。次に、地域公民館の新築・大規模改修事業以

外の施設の環境改善の取組として、「福知山市公共施設マネジメント基本計画」に基づい

て行っていること、多様な方々が利用しやすい環境整備を行っていくことを御説明しま

した。そして、放課後児童クラブの施設改修の状況ですが、利用児童数の増加が見られる

中、計画的に整備を進めていること、本市においては要件を満たす全児童を受け入れら

れていることを御説明しております。 

次に、小瀧議員の１点目は、「学校選択について」、区域外通学の条件緩和及び施設一

体型小中一貫教育校の選択について問うという御質問でした。ここ数年の区域外通学を

している児童生徒数やどのような場合に許可しているかについて御説明しました。また、

施設一体型小中一貫教育を受ける選択肢を全ての児童生徒が持つべきという御意見には、

期待される効果もありますが、整理すべき課題も多くあり、現段階においては、そのため

の学校選択制を導入する考えはないとお答えしております。 

小瀧議員の２点目は、「不登校傾向にある児童生徒に係る別室指導」について、教室に

入りにくい児童生徒のための別室設置に伴う対応について問うという御質問でした。令

和４年度に別室を設置していた学校数と、利用している児童生徒の人数及び対応してき

た教員について、また今年度新たに南陵中学校、日新中学校、雀部小学校に設置しました

アナザークラスの状況について、人的配置を含めお答えしました。そして、今後のアナザ

ークラスの設置の見通しとして、今年度の成果と課題を整理しながら府教委等への支援

要望を行い、設置拡充を探りたいという方向性を御説明しております。 

９月１２日には、小原議員より、「北陵地域公民館に設置された太陽光発電の効果と実

績」について御質問があり、売電開始時の令和４年７月から令和５年３月までの発電量

と使用電量、売電実績についてお答えしております。また、太陽光発電設備を備えている

ことによる災害時の具体的な活用と効果として、災害による停電時の非常用電源として

蓄電池からの電力を供給するシステムが構築できており、緊急時に自動で施設内に電力

の供給が行える点等を御説明しております。 

次に、梶原議員より、「地域の廃校活用のハードルを低く」として御質問がありまし

た。主に財務部資産活用課が中心となり答弁をしましたが、教育委員会では「旧川合小学

校について、体育館とプール改修で昭和５８年と平成３年に地元から寄附を受けている

はずだが、その寄附額は」という御質問についてお答えしております。 

最後に井上議員より、「公立小中学校への防犯カメラ設置」についての御質問がありま

した。全国の学校施設における侵入事件の発生とその特徴や全国の学校における防犯カ

メラの設置の動向と、福知山の設置状況について御説明しております。防犯カメラは、犯

罪行為の抑止力としての効果はありますが、学校の敷地や校舎の配置、建物の構造によ

っては導入の効果が低いケースもあり、各学校の状況を考慮した上で、侵入者を防ぐた



めどのような防犯対策が有効か引き続き検討していきたい旨、お答えしました。 

 

（３）表彰 

ア 令和５年度学校歯科保健優良校 

 庵我小学校 

令和５年度歯・口の健康に関する図画・ポスター入賞 

（図画）上川口小学校１年 井上想空さん 

             石角優依奈さん【佳作】 

             須知陽向大さん 

    夜久野小学校２年 上田そらさん【佳作】 

             上田悠陽さん 

             北原希愛さん【入選】 

  表彰式 令和５年８月２２日（火）於：京都府歯科医師会館 

イ 令和５年度京都府健康教育推進優良校 

  健やか賞 上川口小学校 

  表彰式 令和５年１１月３０日（木）於：ガレリア亀岡 

 

次に、３の表彰について２点報告をします。 

１つ目は、「令和５年度学校歯科保健優良校」として庵我小学校が選ばれました。また、

歯・口の健康に関する図画ポスター入賞として６名の児童が選ばれております。 

２つ目は、「令和５年度京都府健康教育推進優良学校 健やか賞」に上川口小学校が選

ばれました。 

庵我小学校・上川口小学校につきましては、これまでの取組が評価されたものでござい

ます。 

 

（４）教育情報 

ア 教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言） 【別紙】 

         令和５年８月２８日中央教育審議会質の高い教師の確保特別部会 

  緊急提言として、教師を取り巻く環境整備について、直ちに取り組むべき事項と

して、国、都道府県、市町村、各学校など、それぞれの主体がその権限と責任に基づ

き、主体的に次の３点の柱を中心に取り組む必要があるとしてまとめられた。 

 （ア）学校・教師が担う業務の適正化の一層の推進 

 （イ）学校における働き方改革の実効性の向上等 

 （ウ）持続可能な勤務環境整備等の支援の充実 

 

次に、４の教育状況としまして、教師を取り巻く環境整備について、緊急的に取り組む

べき施策（提言）についてです。 

これは、「中央教育審議会質の高い教師の確保特別部会」より、教師を取り巻く環境整

備について、教員の働き方改革に関する緊急提言として文部科学大臣に提出されたもの

です。マスコミでも報道されていたと思います。別紙資料も御覧いただけたらと思います

が、取組の具体策として３つの柱が示されております。 

１つ目が、学校教師が担う業務の適正化の一層の推進、２つ目が、学校における働き方

改革の実効性の向上、３つ目が、持続可能な勤務環境整備等の支援の充実です。 

その中でもポイントとして、年間授業時数の点検や見直し、学校行事の精選・重点化、

また準備の簡素化・省力化、ＩＣＴの活用による校務効率化の推進、保護者の過剰な苦情

等に対する行政の支援体制の構築、小学校高学年の教科担任制の一層の充実、教員業務支

援員の全小中学校配置等がポイントとして挙げられます。そして、以前から示されており

ます「学校・教師が担う業務に係る３分類」を徹底する取組が改めて求められています。



教育委員会事務局でも部課長とはこの資料を既に共有しており、学校現場と協議しなが

ら取り組むべき課題として捉えております。 

教育長報告につきましては以上です。何か御質問ございませんでしょうか。 

 

全委員     特になし。 

 

廣田教育長   それでは、次に議題に入ります。 

 

４ 議事 

（１）議第１８号（福知山市就学援助に関する規則の一部を改正する規則の制定について） 

廣田教育長   議第１８号「福知山市就学援助に関する規則の一部を改正する規則の制

定について」説明をお願いします。 

 

八瀬次長兼学校教育課長   ～資料に基づき説明～ 

会議案の２ページに、議第１８号「福知山市就学援助に関する規則の一

部を改正する規則の制定について」掲載させていただいております。 

        改正の内容につきましては、３ページに規則の改正部分を抜粋しており

ます。 

御説明につきましては、新旧対照表をもとにさせていただきたいと思い

ますので、４ページを御覧ください。 

        今回の改正に関しましては、ぴったりサービスと申しまして、マイナポ

ータルのサービス検索・電子申請機能を利用いたしまして、手続をオン

ラインで行うサービスでございます。就学援助の申請関係に関して、オ

ンラインでの申請受付を１１月から実施しようと思っておりまして、そ

のための規則を改正するものでございます。 

        新旧対照表の旧の第５条で「就学援助を受けようとする保護者は、毎年

度要保護・準要保護児童生徒等就学援助費受給申請書を当該児童生徒の

保護者にあっては在籍する学校長を通じて、小学校就学予定者の保護者

にあっては直接教育委員会に提出しなければならない」としており、就

学援助要保護・準要保護の児童生徒については、申請をこれまで学校長

を通じて提出いただく、そして就学前の支給学用品等に関しましては、

直接教育委員会へ提出する内容でございました。先ほど申しましたとお

りオンラインによる申請を可能といたしますので、第５条につきまして

は、「就学援助を受けようとする保護者は、毎年度要保護・準要保護児童

生徒等就学援助費受給申請書を教育委員会に提出しなければならない」

としまして、学校を経由せずに教育委員会に提出するよう改正させてい

ただきます。第５条第２項といたしましては、「前項に規定する保護者

のうち、児童生徒の保護者にあっては、直接又は当該生徒の在籍する学

校長を通じて」直接提出しなければならないとして、オンライン以外の

場合の申請についてもこれまでどおりとする形で、改正するものでござ

います。 

        認定につきましては、第６条で先ほどの第５条を受け、「前条」となっ

ておりましたものを「前条第１項」の申請に変更し、そして第８条の援

助の期間につきましても、同様に「第５条１項」という文言に改正させ

ていただくものでございます。 

説明は以上でございます。よろしく御審議いただきますようお願いいた

します。 

 



廣田教育長   御質問、御意見はありませんか。 

 

全委員     特になし。 

 

廣田教育長   議第１８号について承認ということでよろしいでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

廣田教育長   次に、報告・説明事項１の教育長決裁による後援承認事項について説明

をお願いします。 

 

５ 報告・説明事項 

（１）教育長決裁による後援承認事項について 

小笠原教育総務課長補佐兼企画管理係長   ～資料に基づき報告～ 

        №３４ 第９回福知山キンボールスポーツ交流大会 

 

廣田教育長   後援承認について御質問や御意見がありましたらお願いします。 

 

全委員     特になし。 

 

廣田教育長   では次に、報告・説明事項２の「就学（新入生児童生徒学用品費）入学前

支給事務取扱要綱の一部改正について」説明をお願いします。 

 

（２）就学援助（新入学児童生徒学用品費）入学前支給事務取扱要綱の一部改正について 

八瀬次長兼学校教育課長   ～資料に基づき説明～ 

        「就学援助（新入学児童生徒学用品費）入学前支給事務要綱の一部を改

正について」、会議案の１６ページに新旧対照表を掲載させていただい

ております。 

        今回、第６条を改正するものでございまして、先ほどもありましたとお

り、オンラインの申請を可能とするというものでございますので、「持

参」という文言を削除した改正とさせていただいております。 

        ２に関しましても、「中学校就学予定者の保護者は、申請書を在籍して

いる学校長を通じて教育委員会へ提出するものとする」としておりまし

たものを、「申請書を教育委員会担当課へ直接又は当該児童の在籍して

いる学校長を通じて提出するものとする」と改正させていただいたとこ

ろです。 

 

廣田教育長   何か御質問はございませんか。 

 

全委員     特になし。 

 

６ 閉会 

廣田教育長が閉会を宣言。 

 


